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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 複数のプラントと、前記複数のプラントの状態を監視する監視装置とが接続される監視
制御システムであって、
 前記監視装置は、
 複数のプラントに、プラントで発生している異常のレベルを表す異常データの送信を要
求する異常リクエストを送信するとともに、前記複数のプラントから、前記異常リクエス
トに応答する異常データを受信する取得手段と、
 前記異常データに応じて前記複数のプラントの状態を表示する表示手段とを備え、
 各プラントは、それぞれ、
 異常リクエストを受信すると、前記プラントの運転状態から異常データを生成し、前記
監視装置に送信する異常データ送信手段と、
 異常リクエストを受信すると、前記プラントが前記監視装置によって監視されている旨
を表示する監視状態表示手段とを備える
 ことを特徴とする監視制御システム。
【請求項２】
 前記取得手段は、監視対象として選択されたプラントに、前記プラントの詳細な運転状
態に関する詳細データの送信を要求する詳細リクエストを送信するとともに、前記選択さ
れたプラントから、前記詳細リクエストに応答する詳細データを受信し、
 前記監視装置は、さらに、
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 監視対象のプラントから受信した前記詳細データと、前記監視対象以外の複数のプラン
トから受信した異常データを合わせて監視画面を生成し、表示する監視画面表示手段とを
備え、
 前記プラントは、さらに、
 詳細リクエストを受信すると、プラントの運転状態から詳細データを生成し、前記監視
装置に送信する詳細データ送信手段を備え、
 前記監視状態表示手段は、異常リクエスト又は詳細リクエストを受信すると、前記プラ
ントが前記監視装置によって監視されている旨を表示する
 ことを特徴とする請求項１に記載の監視制御システム。
【請求項３】
 前記監視装置には、プラント内の機器のうち、監視対象範囲が定められ、
 前記取得手段は、異常リクエストに前記監視対象範囲を付与して送信し、
 前記異常データ送信手段は、前記監視対象範囲内の異常データを前記監視装置に送信す
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の監視制御システム。
【請求項４】
 前記監視装置には、プラント内の機器のうち、監視対象範囲が定められ、
 前記取得手段は、異常リクエストに前記監視対象範囲を付与して送信し、
 前記監視状態表示手段は、異常リクエストを受信すると、異常リクエストに付与された
前記監視対象範囲とプラント内の監視端末の監視対象範囲とが一致していれば前記プラン
ト内の監視端末にプラントが前記監視装置によって監視されている旨を表示することを特
徴とする請求項１又は２に記載の監視制御システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のプラントを監視制御する監視制御システム及び監視システムで用いら
れる監視装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浄水場や下水処理場など２４時間連続稼動するプラントにおいてでも、夜間や休日等に
はプラントに監視員が不在になることもある。プラントが無人になる場合でも、プラント
以外の場所から遠隔監視を行うことで、常にどこかからはプラントの監視は継続すること
が必要であり、このようにプラント内で監視員が不在になる事態に備え、プラントの外部
の装置から、プラントを監視する遠隔監視システムがあった（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　図８に、プラント２２（２２ａ～２２ｎ）を、プラント２２と接続される外部の監視装
置２１から遠隔監視する監視制御システム２の一例を示す。監視装置２１でプラント２２
を監視することで、プラント２２内で監視がされていない場合であっても、発生した異常
を早期に発見し、解決することができる。
【０００４】
　監視制御システム２では、プラント２２が監視されない事態とならないよう、プラント
２２の監視員が持ち場を離れる場合、プラント２２が監視装置２１の監視員によって監視
されていることを確認する必要がある。例えば、オペレータは、監視装置２１を操作する
監視員と連絡を取り、監視装置２１によってプラント２２が監視されていることを確認し
た後、プラント２２を離れていた。しかし、監視装置２１の監視員からの遠隔監視の切り
替えの連絡が上手く取れないときは、遠隔監視が行われているか不明であり、プラントを
離れることが可能であるかの判断に時間が掛かったりすることもあった。
【０００５】
　また、複数のプラントを遠隔監視する監視装置２１の監視員は、自身が監視を行うプラ
ントの状態を定期的に確認して、監視を行うプラントに新たな異常は発生していないかを
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監視する。監視員は、監視対象の各プラントの監視用画面を順番に表示して、各プラント
で異常が発生していないか監視を行う。遠隔監視に使用する回線は、プラント内で使用し
ているネットワークと比較すると、回線使用料金を低く抑える目的で、遠隔監視に使用す
るネットワーク２３の通信速度は遅いものとなる場合が多い。そのため、プラント外から
遠隔監視を行うシステムでは、使用するネットワーク２３の通信速度に見合う通信量で監
視に必要な情報をプラントから取得する必要がある。1ヶ所から複数のプラントを遠隔監
視しようとした場合、遠隔監視端末と各プラントを接続する回線の通信速度の制約により
、通信データ量が制限されるため、同時に複数のプラントの監視画面を表示させて監視を
行うことは現実的ではなく、監視対象のプラントを切り替えて順番に監視を行っている。
【特許文献１】特開２００３－２０４５４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した従来の監視制御システム２では、プラント内で監視を行っている監視員にとっ
ては、遠方から自プラントの監視が行われていることの確認は人間系による伝達であり、
連絡が忘れられると遠隔監視が行われているか不明でありプラントを離れることができる
か判断できず、また、複数のプラントの遠隔監視を行う監視員にとっては、全ての監視対
象プラントの状態を確認するために監視対象プラントを順番に切り替えていく手間がかか
り、プラントで発生した異常を知るタイミングが遅れ、異常への対応が遅れる場合があっ
た。
【０００７】
　したがって、本発明は、監視員の作業負担を軽減するとともに、プラントの異常の発見
を速やかに行なう監視制御システム及び監視装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の特徴に係る監視制御システムは、複数のプラントと、複数のプラントの状態を
監視する監視装置とが接続される監視制御システムであって、監視装置は、複数のプラン
トに、プラントで発生している異常のレベルを表す異常データの送信を要求する異常リク
エストを送信するとともに、複数のプラントから、異常リクエストに応答する異常データ
を受信する取得手段と、異常データに応じて複数のプラントの状態を表示する表示手段と
を備え、各プラントは、それぞれ、異常リクエストを受信すると、プラントの運転状態か
ら異常データを生成し、監視装置に送信する異常データ送信手段と、異常リクエストを受
信すると、プラントが監視装置によって監視されている旨を表示する監視状態表示手段と
を備える。
【０００９】
　本発明の他の特徴に係る監視装置は、複数のプラントと接続され、複数のプラントの異
常を監視する監視装置であって、複数のプラントに、プラントで発生している異常のレベ
ルを表す異常データの送信を要求する異常リクエストを送信するとともに、複数のプラン
トから、異常リクエストに応答する異常データを受信する取得手段と、異常データに応じ
て複数のプラントの状態を表示する表示手段とを備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数のプラントを監視する際、監視員の作業負担を軽減するとともに
、プラントの異常の発見を速やかに行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１を用いて、本発明の実施形態に係る監視制御システム１ａについて説明する。監視
制御システム１ａは、監視装置１１と、監視装置１１に監視される複数のプラント１２（
１２ａ～１２ｎ）とがネットワーク１７を介して接続されている。
【００１２】
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〈監視装置〉
　監視装置１１は、複数のプラント１２を一括して監視する装置である。具体的には、監
視装置１１は、図１に示すように、中央処理装置（ＣＰＵ）１１１、記憶装置１１２、表
示装置１１３、入力装置１１４、サーバ用計算機１３と通信する通信インタフェース（通
信Ｉ／Ｆ）１１５等を備えるコンピュータである。監視装置１１は、記憶装置１１２に記
憶される監視プログラムが読み出されて実行されることで、ＣＰＵ１１１にサーバ用計算
機１３が持つプラントの情報を取得する取得手段１１１ａ、取得したプラントの情報を監
視装置１１の画面上に文字やイメージやグラフなど監視を行うために最適な加工を行い表
示する監視画面表示手段１１１ｂ、複数のプラントの中から詳細情報を監視するプラント
を選択する選択画面表示手段１１１ｃ及び画面上からプラントの機器の運転／停止や制御
目標値の設定を行いサーバ用計算機１３に通知する制御手段１１１ｄが実装され動作する
。
【００１３】
　取得手段１１１ａは、監視装置１１が監視対象のプラント１２に、通信Ｉ／Ｆ１１５を
介して詳細データの送信を要求する詳細リクエストを定期的に送信し、監視対象のプラン
ト１２から送信される詳細データを受信する。ここで、「詳細データ」とは、プラント１
２の機器１６（１６ａ～１６ｃ）の設定内容や稼動状態等の運転状態に関するデータであ
る。
【００１４】
　また、取得手段１１１ａは、監視対象のプラント１２以外の各プラント１２に、通信Ｉ
／Ｆ１１５を介して異常データの送信を要求する異常リクエストを定期的に送信し、各プ
ラント１２から送信される代表異常情報を受信する。ここで、「代表異常情報」とは、プ
ラント１２で発生している異常のうち最も深刻な異常レベルを表す異常データである。監
視制御システム１ａでは、プラント１２で発生する異常をレベル分けしており、異常のう
ち最も深刻な異常のレベルが「代表異常情報」となる。
【００１５】
　監視画面表示手段１１１ｂは、監視装置１１でいずれかのプラント１２を監視する際に
は、図３に示すような監視画面Ｗ１を表示する。監視画面Ｗ１は、監視対象のプラント１
２の状態を表示する状態表示部ｂ１と、全てのプラント１２における代表異常情報に関す
る情報を表示する異常表示部ｂ２と、監視画面Ｗ１から他のプラント１２を監視対象とし
て選択するための選択画面（図４を用いて後述）に切り替える選択ボタンｂ３とを有して
いる。その他、監視画面Ｗ１は、監視装置１１が実行可能なメニュー画面を表示させるメ
ニューボタンｂ４や現在の日時を表示する日時表示部ｂ５等を有していてもよい。
【００１６】
　記憶装置１１２には、監視画面Ｗ１表示用の監視画面データが記憶されており、監視画
面表示手段１１１ｂは、記憶装置１１２から読み出す監視画面データと、プラント１２か
ら受信する詳細データ及び異常データとから監視画面Ｗ１を生成して表示装置１１３に表
示する。
【００１７】
　例えば、状態表示部ｂ１には、監視対象として選択されたプラント１２から受信した詳
細データの内容が表示される。
【００１８】
　また、異常表示部ｂ２には、監視対象以外の複数のプラント１２から受信した異常デー
タによって定められる異常のレベルがマークや色で表示される。ここで、監視装置１１で
は複数のプラント１２から異常データを受信するが、異常表示部ｂ２では、複数の異常デ
ータのうち、最も深刻な異常のレベルが表示される。
【００１９】
　図３では、異常表示部ｂ２で異常を文字のマークで表す一例である。例えば、いずれか
のプラント１２において早急に対応が必要な重大な異常が発生していることが受信した異
常データで把握されると、監視画面表示手段１１１ｂは、図３に示すように、異常表示部
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ｂ２に「重」と表示する。また、例えば、いずれのプラント１２でも異常が発生していな
い場合には、監視画面表示手段１１１ｂは、異常表示部ｂ２に「無」と表示する。なお、
異常表示部ｂ２では、異常のレベルを数字、アルファベット、色等で表してもよく、これ
らの組み合わせで表わすこともできる。
【００２０】
　また、異常表示部ｂ２と選択ボタンｂ３とが一体となっていても良い。すなわち、監視
画面Ｗ１で表示される異常のレベルの部分を押下したときに、選択画面に切り替えられて
もよい。
【００２１】
　選択画面表示手段１１１ｃは、監視装置１１が監視対象のプラント１２を選択する際、
図４に示すような選択画面Ｗ２を表示する。選択画面Ｗ２は、プラント１２のリストを表
示して監視対象のプラントを選択させるプラント選択部ｂ６を有している。また、選択画
面Ｗ２は、監視画面Ｗ１と同様に、メニューボタンｂ４や日時表示部ｂ５を有していても
よい。プラント選択部ｂ６には、監視対象プラントと監視対象プラントの代表異常状態が
表示される。監視対象プラントの代表異常状態は、プラントの異常状態を異常のレベルに
よって色や形状を変化させた表示を行う。これにより、監視対象プラントの代表異常の確
認しながら、異常発生中プラントの選択を行うことが可能になり、複数プラントの遠隔監
視を行っていても、対応優先度が高い異常の選択が容易になり、発生した異常に迅速に対
応することが可能となる。
【００２２】
　プラント選択部ｂ６のリストから、いずれかのプラント１２が選択されると、その後、
取得手段１１１ａによって選択されたプラント１２の詳細データが取得され、監視画面表
示手段１１１ｂによって選択されたプラント１２の状態を状態表示部ｂ１に表示する監視
画面Ｗ１が表示される。
【００２３】
　記憶装置１１２には選択画面Ｗ２表示用の選択画面データが記憶されており、選択画面
表示手段１１１ｃは、記憶装置１１２から読み出す選択画面データによって、表示装置１
１３に選択画面Ｗ２を表示する。
【００２４】
　制御手段１１１ｄは、入力装置１１４を介した操作に従って、プラント１２の各機器１
６を操作するための操作データを通信Ｉ／Ｆ１１５を介してプラント１２に送信する。
【００２５】
〈プラント〉
　プラント１２ａは、図１に示すように、監視装置１１がプラント監視を行うために必要
なデータを提供するサーバ用計算機１３と、プラント１２ａの監視員がプラント１２ａの
監視に用いる監視用端末１４と、プラント１２ａのセンサ１６ａ、ポンプ１６ｂ、バルブ
１６ｃ等の各機器を制御する制御用端末１５を有している。以下で、図２を用いてプラン
ト１２ａ内の各計算機、端末１３～１５について説明する。
【００２６】
　なお、ここでは、プラント１２ａについて説明するが、他のプラント１２もプラント１
２ａと同様にサーバ用計算機１３、監視用端末１４及び制御用端末１５を備える。一方、
各プラント１２では、プラント１２ａと同一の機器１６ａ～１６ｃを備えていてもよいし
、異なる機器を備えていてもよい。
【００２７】
　《サーバ用計算機》
　サーバ用計算機１３は、監視装置１１がプラント監視を行うために必要なデータを提供
する装置であって、図２に示すように、中央処理装置（ＣＰＵ）１３１、記憶装置１３２
、監視装置１１と監視用端末１４と制御用端末１５と通信する通信インタフェース（通信
Ｉ／Ｆ）１３３等を備えるコンピュータである。サーバ用計算機１３は、記憶装置１３２
に記憶される監視制御システム１ａに対応するプログラムが読み出されて実行されること
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で、ＣＰＵ１３１に制御用端末１５からプラント内のリアルタイムデータを収集し監視装
置１１と監視用端末１４に提供する取得手段１３１ａ、制御用端末１５から収集した情報
を記憶装置１３２に保存した過去に発生したイベントやデータの変化を監視装置１１と監
視用端末１４に提供する詳細データ送信手段１３１ｂ、監視装置１１からの要求されたプ
ラント代表異常情報を監視装置１１に送信する異常データ送信手段１３１ｃ及び監視装置
１１または監視用端末１４で行われた機器の運転／停止指令や制御目標値の設定を受け、
制御用端末１５に受け渡す制御手段１３ｄが実装され動作する。
【００２８】
　取得手段１３１ａは、機器１６を制御する制御用端末１５に、機器１６の運転状況を表
わす運転状況データの送信を要求する詳細リクエストを定期的に送信し、制御用端末１５
から送信される運転状況データを受信する。また、取得手段１３１ａは、機器から受信し
た運転状況データを監視装置１１や監視用端末１４に送信するとともに、受信した運転状
況データに時刻を付加して運転状況の履歴データとして記憶装置１３２に記憶する。
【００２９】
　詳細データ送信手段１３１ｂは、監視装置１１や監視用端末１４から詳細リクエストを
受信すると、取得手段１３１ａが取得した現在の機器１６の運転状況データを詳細データ
として監視装置１１に送信するとともに、詳細リクエストの受信通知を監視用端末１４に
送信する。
【００３０】
　異常データ送信手段１３１ｃは、監視装置１１から異常リクエストを受信すると、取得
手段１３１ａが取得した現在の機器１６の運転状況データから、プラント１２ａで発生し
ている異常のうち、最も深刻な異常のレベルを判定する。その後、異常データ送信手段１
３１ｃは、判定した異常レベルを代表異常情報として監視装置１１に送信するとともに、
異常リクエストの受信通知を監視用端末１４に送信する。
【００３１】
　制御手段１３ｄは、監視装置１１や監視用端末１４からプラント１２ａの機器を操作す
るための操作データを受信すると、受信した操作データを制御用端末１５に送信する。
【００３２】
　《監視用端末》
　監視用端末１４は、プラント１２ａのオペレータが利用する装置であって、図２に示す
ように、中央処理装置（ＣＰＵ）１４１、記憶装置１４２、表示装置１４３、入力装置１
４４、サーバ用計算機１３と通信する通信インタフェース（通信Ｉ／Ｆ）１４５等を備え
るコンピュータである。監視用端末１４は、記憶装置１４２に記憶される監視制御システ
ム１ａに対応するプログラムが読み出されて実行されることで、ＣＰＵ１４１にサーバ用
計算機１３から読み出したプラントの情報を監視用端末１４の画面上にプラントの監視を
行うために最適な加工を行い表示する表示手段１４１ａ及び画面上からプラントの機器の
運転／停止や制御目標値の設定を行いサーバ用計算機１３に通知する制御手段１４１ｂが
実装されて動作する。
【００３３】
表示手段１４１ａは、通信Ｉ／Ｆ１４５を介してサーバ用計算機１３から機器の運転状況
データを受信すると、受信した運転状況データの内容を状況画面として表示装置１４３に
表示する。プラント１２ａのオペレータは、この状況画面を参照することで、プラント１
２ａの状況を把握することができる。例えば、監視用端末１４の画面上に表示される情報
には、監視制御システムの状態についての情報と、プラント内のポンプ等の機器の動作状
況や水位など監視対象の情報等が表示される。
【００３４】
　また、表示手段１４１ａは、通信Ｉ／Ｆ１４５を介して通信用端末１３からの詳細リク
エスト又は異常リクエストの受信の有無を監視状況として表示装置１４３に表示する。プ
ラント１２ａのオペレータは、所定の間に表示装置１４３に表示される監視状況として詳
細リクエストまたは異常リクエストを受信したことが把握できれば、プラント１２ａが監
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視装置１１によって監視されていると判断し、リクエストを受信していない場合に監視装
置１１によって監視されていないと判断できる。
【００３５】
　制御手段１４１ｂは、画面上から入力装置１４４を介して機器の操作が入力されると、
入力された操作信号を制御用端末１５に送信する。
【００３６】
　《制御用端末》
　制御用端末１５は、プラント１２内の機器１６ａ～１６ｃを操作する装置であって、図
２に示すように、中央処理装置（ＣＰＵ）１５１、記憶装置１５２及びサーバ用計算機１
３と通信する通信インタフェース（通信Ｉ／Ｆ）１５３等を備えるコンピュータである。
制御用端末１５は、記憶装置１５２に記憶される監視制御システム１ａに対応するプログ
ラムが読み出されて実行されることで、ＣＰＵ１５１にプラント内のポンプ等の動作状況
や水位など監視対象の情報を収集してサーバ用計算機１３に送信する送信処理手段１５１
ａ及びサーバ用計算機１３からの指令を受け、ポンプ等の機器の運転指令の発行や、制御
目標値の設定を行う制御手段１５１ｂが実装されて動作する。
【００３７】
　送信処理手段１５１ａは、サーバ用計算機１３から運転状況リクエストを受信すると、
サーバ用計算機１３に対して運転状況データを送信する。
【００３８】
　制御手段１５１ｂは、サーバ用計算機１３を介して監視装置１１又は監視用端末１４か
ら機器１６を制御する操作データを受信すると、受信した操作データに従って、機器１６
を制御する。
【００３９】
〈監視処理〉
　続いて、図５に示すシーケンス図を用いて、監視制御システム１ａにおける処理の流れ
を説明する。尚、この処理の対象となっているプラント１２は、監視装置１１の詳細情報
の監視対象となっていないプラントで、異常情報が監視対象となっているプラントである
。
【００４０】
　プラント１２内では、サーバ用計算機１３が、送信した運転状況リクエストに応答する
運転状況データを制御用端末１５から受信し（Ｓ１，Ｓ２）、その後、通信用端末１３か
ら受信した監視用端末１４で表示されることで、監視がされている（Ｓ３，Ｓ５）。また
、通信用端末１３では、制御用端末１５から受信した運転状況データを記憶装置１３２で
記憶する（Ｓ４）。なお、このステップＳ１～Ｓ５の処理は、定期的に繰り返され、通信
用端末１３は、制御用端末１５から常に最新の運転状況データを受信している。
【００４１】
　監視装置１１は、遠隔監視を行う各プラント１２に定期的に異常リクエストを送信する
（Ｓ６）。異常リクエストを受信したサーバ用計算機１３は、監視用端末１４に異常リク
エストを受信した受信通知を送信し（Ｓ７）、受信通知を受信した監視用端末１４は、監
視装置１１によって監視されている旨を表示する（Ｓ８）。また、サーバ用計算機１３は
、制御用端末１５から受信した運転状況データに応答して異常データを送信する（Ｓ９）
。監視装置１１は、監視画面Ｗ１上に受信した異常データに基づき異常情報を表示する。
（Ｓ１０）このステップＳ６～Ｓ１０の処理は、定期的に繰り返され、監視装置１１は、
各プラント１２から最新の異常データを受信している。
【００４２】
　その後、監視装置１１が選択画面Ｗ２を表示し（Ｓ１０）、選択画面Ｗ２から監視対象
のプラント１２が選択されると（Ｓ１１）、監視装置１１は、選択されたプラント１２に
詳細リクエストを送信する（Ｓ１２）。詳細リクエストを受信した、サーバ用計算機１３
は、詳細リクエストを受信した受信通知を送信し（Ｓ１３）、受信通知を受信した監視用
端末１４は、監視装置１１によって監視されている旨を表示する（Ｓ１４）。また、サー
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バ用計算機１３は、制御用端末１５から受信した運転状況データに応答して詳細データを
送信する（Ｓ１５）。監視装置１１は、サーバ用計算機１３から受信した詳細データに応
じて監視画面を表示する。
【００４３】
　なお、監視装置１１と監視対象のプラント１２との間でステップＳ１３～Ｓ１６の処理
が行なわれている間にも、監視装置１１と他のプラント１２との間ではステップＳ６～Ｓ
９の処理が行なわれており、ステップＳ１７で表示される監視画面Ｗ１には、他のプラン
ト１２の異常データも含まれている。
【００４４】
　上述したように、監視装置１１は、全ての監視対象のプラントから情報を取得するため
に各プラントのサーバ用計算機１３と定期的に通信を行う。サーバ用計算機１３は、監視
装置１１から異常リクエストを受信しているかを元にして、監視装置１１が自プラントを
監視中かを判断する。監視装置１１からの異常リクエストが一定期間行われなくなった場
合には、監視装置１１での監視が行わなくなった又は監視装置１が異常になったと判断す
る。サーバ用計算機１３は、監視装置１１からの異常リクエストから判断した監視装置１
の状態を監視端末１４に提供する。
【００４５】
　監視端末１４は、サーバ用計算機１３が持つ監視装置１１の状態を画面上に表示して、
定周期で表示内容を更新することで現在の監視装置１の状態をプラント内の監視員に提供
できるので、プラント内で監視を行っている監視員は、遠隔監視を行う監視員と連絡を取
るかわりに監視端末１４の画面上に表示される監視装置１の状態を見ることで、自プラン
トが遠隔監視されていることを容易に把握することが可能となり、監視員の確認の手間が
削減される。
【００４６】
　尚、上記監視処理では、詳細情報の監視を行うプラント以外のプラントで説明したが、
各プラントへの要求内容は、監視装置１１で詳細情報監視を行うプラントとして選択して
いる場合には監視に必要な詳細情報を要求し、詳細情報の監視を行うプラント以外に対し
ては、詳細情報ではなく各プラントの異常情報を要求する。よって、詳細情報の監視を行
うプラントにおいては、監視装置１１から詳細リクエストが来ているかを元にして、監視
装置１が自プラントを監視中かを判断することができる。また、詳細リクエストが来てい
るか、異常リクエストが来ているかを元にして、監視装置１１が自プラントの詳細情報を
監視中か、他プラントの詳細情報を監視中かを判断することも可能である。
【００４７】
　また、監視装置１１は、定期的に各プラントから取得した異常情報を監視装置１１の画
面上に表示することで、監視装置１１で監視を行う監視員にとっては、全プラントの異常
状態を自らが監視対象プラントの選択を行わずに知ることが可能になり、監視対象プラン
トの切り替えの手間が削減され、監視対象プラントを監視員が順次切り替えて状態を確認
していることにより発生する異常状態検知の遅れをなくすことが可能になる。
【００４８】
　更に、監視装置１１は各プラント１２から定期的にデータ量の少ない異常データを受信
して各プラント１２における最も深刻な異常状態を表示するとともに、異常が発生したと
きには監視対象のプラント１２から異常データよりもデータ量の大きい詳細データを受信
することにより、各プラントで共有するネットワーク２３を有効に活用することができる
。
【００４９】
　また更に、選択画面Ｗ２では、監視対象プラントと監視対象プラントの代表異常状態が
表示されるので、監視対象プラントの代表異常の確認しながら、異常発生中プラントの選
択を行うことが可能になり、複数プラントの遠隔監視を行っていても、対応優先度が高い
異常の選択が容易になり、発生した異常に迅速に対応することが可能となる。
【００５０】
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　〈第１変形例〉
　オペレータが選択画面Ｗ２から選択するプラントは、異常が発生しているプラントであ
ることが一般的である。また、軽微で早急に対応を要さない異常が発生しているプラント
よりも、重大で早急に対応が必要な異常が発生しているプラントを選択することが一般的
である。
【００５１】
　したがって、変形例１に係る監視制御システムの監視装置１１は、図６に示すように、
異常のレベルの順にプラントを並べた選択画面Ｗ２を表示し、この選択画面Ｗ２から早急
に対応が必要なプラントを用意に区別することができるようにしている。
【００５２】
　上述した第１変形例に係る監視制御システムでは、選択画面Ｗ２を参照するオペレータ
は、異常が発生しており、かつ早急に対応が必要なプラントを容易に特定することができ
る。したがって、監視装置１１によるプラント１２の監視制御が迅速に行なわれる。
【００５３】
　〈第２変形例〉
また、図１及び２を用いて上述した監視制御システム１ａでは、監視装置１１が、プラン
ト１２の全ての機器１６ａ～１６ｃを監視制御できるように構成されていた。一方、プラ
ント１２内の一部の機器を監視対象範囲とするように制限を設けてもよい。このような機
能を持たせる理由は、プラント内の一部の設備の監視を外部委託するような場合などに、
委託した設備以外の情報を見えなくすることで、監視対象外設備の情報を表示させないよ
うにするためである。
【００５４】
　図７に示す監視制御システム１ｂでは、第１制御用端末１５ａが機器１６ａ～１６ｃを
制御し、第２制御用端末１５ｂが機器１６ｄを制御している。ここで、センサ１６ａ、ポ
ンプ１６ｂ及びバルブ１６ｃは監視装置１１の監視制御の対象であるが、ブレーカ１６ｄ
は監視装置１１の監視制御の対象ではないものとする。
【００５５】
　たとえば、図７の監視制御システム１ｂでは、監視装置１１はサーバ用計算機１３から
プラントの異常データを取得するとき、サーバ用計算機１３への異常リクエストまたは詳
細リクエストに監視装置１１の監視対象範囲情報を付加する。サーバ用計算機１３は、監
視装置１１に異常データまたは詳細データを送信する際、監視装置１１の監視対象範囲内
のデータを送信する。監視対象範囲内の異常データ及び詳細データを受信した監視装置１
１は、受信した異常データ及び詳細データから監視対象範囲である機器１６ａ～１６ｃの
情報のみを用いて監視画面Ｗ１や選択画面Ｗ２を生成する。
【００５６】
　これにより、監視装置１１では、監視対象範囲内での異常状態を表示することが可能に
なり、監視対象範囲外の異常が発生した場合の対応が不要になり遠隔監視を行う監視員の
負荷が軽減される。また、監視対象範囲外の設備の監視は行えないように制限をすること
が可能になる。
【００５７】
　また、サーバ用計算機１３は、監視装置１１からの異常リクエストまたは詳細リクエス
トに含まれる監視対象範囲の情報を元に、監視装置１１の監視対象範囲を認識し、監視装
置１の状態情報に監視対象範囲情報を付加して、監視用端末１４に情報を提供する。
【００５８】
　監視用端末１４はサーバ用計算機１３から取得した監視装置１１の監視対象範囲と、自
身の監視対象範囲が一致するかの判定を行い、一致している場合は監視装置１において遠
隔監視が行わせている旨の表示を行うことにより、プラント内で監視を行っている監視員
は監視用端末１４上で遠隔監視されているかの確認が可能となり、監視装置１１の監視員
と連絡を取り遠隔監視が行われていることを確認する手間を省くことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
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【００５９】
【図１】本発明の最良の実施形態に係る監視制御システムを示す図である。
【図２】図１のプラントの構成を表す機能ブロック図である。
【図３】図１の監視装置で表示される監視画面の一例である。
【図４】図１の監視装置で表示される選択画面の一例である。
【図５】図１の監視制御システムで行なわれる処理の一例を表すシーケンス図である。
【図６】第１変形例に係る監視制御システムで表示される選択画面の一例である。
【図７】第２変形例に係る監視制御システムを表わす図である。
【図８】従来の監視制御システムについて説明する図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１ａ，１ｂ…監視制御システム
　１１…監視装置
　１１１…ＣＰＵ
　１１１ａ…取得手段
　１１１ｂ…監視画面表示手段
　１１１ｃ…選択画面表示手段
　１１１ｄ…制御手段
　１１２…記憶装置
　１１３…表示装置
　１１４…入力装置
　１１５…通信Ｉ／Ｆ
　１２（１２ａ～１１ｎ）…プラント
　１３…サーバ用計算機
　１３１…ＣＰＵ
　１３１ａ…取得手段
　１３１ａ～１３１ｄ…手段
　１３１ｂ…詳細データ送信手段
　１３１ｃ…異常データ送信手段
　１３１ｄ…制御手段
　１３２…記憶装置
　１３３…通信Ｉ／Ｆ
　１４…監視用端末
　１４１…ＣＰＵ
　１４１ａ…表示手段
　１４１ｂ…制御手段
　１４２…記憶装置
　１４３…表示装置
　１４４…入力装置
　１４５…通信Ｉ／Ｆ
　１５…制御用端末
　１５１…ＣＰＵ
　１５１ａ…送信処理手段
　１５１ｂ…制御手段
　１５２…記憶装置
　１５３…通信Ｉ／Ｆ
　１６ａ…センサ（機器）
　１６ｂ…ポンプ（機器）
　１６ｃ…バルブ（機器）
　１７…ネットワーク
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　Ｗ１…監視画面
　Ｗ２…選択画面
　ｂ１…状態表示部
　ｂ２…異常表示部
　ｂ３…選択ボタン
　ｂ４…メニューボタン
　ｂ５…日時表示部
　ｂ６…プラント選択部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】



(14) JP 5010560 B2 2012.8.29

10

フロントページの続き

(72)発明者  徳繁　潤一
            東京都港区芝浦一丁目１番１号　株式会社東芝内

    審査官  川東　孝至

(56)参考文献  特開２００４－２７２４３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２７３０３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２６１８３５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０５Ｂ　　２３／００－２３／０２
              Ｇ０５Ｂ　　１９／０４－１９／０５　　　　
              Ｈ０４Ｑ　　　９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

